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二
月
十
三
日
（
金
）、
群
馬
県
公

社
総
合
ビ
ル
を
会
場
に
「
二
〇
二
五

幹
部
社
員
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
﹃
人
事
評
価
制
度
作
成
・
リ

デ
ザ
イ
ン
研
修
会
﹄」。
評
価
制
度
を

単
な
る
賃
金
決
定
の
手
段
で
は
な

く
、
社
員
の
育
成
・
成
長
を
支
え
る

ツ
ー
ル
へ
と
刷
新
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
参
加
し
た
幹
部
社
員
と
経
営
者

が
と
も
に
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
本
研
修
会
の
企
画
趣
旨

と
合
わ
せ
て
、
自
社
事
例

を
交
え
な
が
ら
「
人
事
評

価
の
本
質
」
を
山
崎
委
員

長
が
講
義
。
そ
の
後
、
配

布
さ
れ
た
「
人
事
評
価
現

状
分
析
シ
ー
ト
」
を
も
と

に
、
自
社
の
現
状
や
課
題

を
深
掘
り
す
る
ワ
ー
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
日
頃
の
評
価
面
談
で

感
じ
る
不
満
や
評
価
基
準

の
曖
昧
さ
と
い
っ
た
違
和

感
を
シ
ー
ト
に
書
き
込

み
、
評
価
が
単
な
る
過
去

の
振
り
返
り
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
理
念
と
評
価
が

繋
が
っ
て
い
る
か
な
ど
を

厳
し
く
棚
卸
し
し
ま
し

た
。

　

ワ
ー
ク
を
受
け
て
の
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
「
自
社
の
人
事
評
価
に
本
当

に
必
要
な
も
の
は
何
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
、
理
念
の
体
現
や
成
長
意
欲
、

利
益
貢
献
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か

ら
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

現
状
分
析
を
踏
ま
え
、
午
後
の
実

践
ワ
ー
ク
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て

人
事
評
価
制
度
の
作
成
や
再
設
計
に

取
り
組
み
ま
し
た
。「
社
員
に
ど
う

な
っ
て
ほ
し
い
の
か
」「
会
社
と
し

て
何
を
大
事
に
し
た
い
の
か
」
と
い

う
経
営
者
の
思
い
や
理
想
の
社
員
像

を
Ａ
Ｉ
に
入
力
し
、
具
体
的
な
評
価

指
標
・
行
動
基
準
へ
と
落
と
し
込
ん

で
い
っ
た
参
加
者
。
自
社
の
価
値
観

や
理
念
を
反
映
さ
せ
た
「
使
え
る
人

事
評
価
制
度
」
へ
の
刷
新
に
向
け
、

何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
の
最
後
に
は
、
各
社
が
作

成
し
た
人
事
評
価
制
度
を
発
表
し
合

い
、
一
日
を
通
じ
て
の
成
果
や
気
づ

き
を
共
有
。終
了
後
の
懇
親
会
で
も
、

評
価
制
度
の
活
用
法
や
社
員
の
成
長

支
援
、
今
後
の
企
業
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
、
活
発
な
交
流
が
続
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
形
式
で
開
催
し

た
今
回
の
幹
部
社
員
研
修
会
で
し
た

が
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
共
育
委
員
会
で
は
、
社
員
の
成
長

と
企
業
の
変
革
に
繋
が
る
研
修
会
や

企
画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
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青
年
部
は
、
三
月
十
一
日
（
水
）、

た
か
さ
き
書
斎
を
会
場
に
「
新
潟
・

埼
玉
・
群
馬
、
三
県
青
年
部
合
同
例

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
関
東
甲
信

越
青
年
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
繋

が
っ
た
隣
県
同
士
の
交
流
を
活
性
化

す
べ
く
企
画
さ
れ
た
本
例
会
で
は
、

三
県
青
年
部
に
加
え
、
茨
城
や
神
奈

川
か
ら
も
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

猪
又
氏（
新
潟
）、川
田
氏（
埼
玉
）、

周
藤
氏
（
群
馬
）
の
三
県
青
年
部
長

が
パ
ネ
ラ
ー
を
務
め
、
青
年
部
活
動

を
通
じ
た
自
身
の
成
長
や
自
社
の
変

化
を
報
告
し
ま
し
た
。
特
に
「
自
分

を
さ
ら
け
出
す
（
自
己
開
示
）」
こ

社
員
が
成
長
し
な
い
の
は
社
長
の
責
任

社
員
が
成
長
し
な
い
の
は
社
長
の
責
任

伊
勢
崎
支
部
・
埼
玉
北
部
支
部
合
同
例
会

　

二
月
二
十
六
日（
木
）、五
州
園（
本

庄
市
内
）
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
・

埼
玉
北
部
支
部
合
同
例
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
合
同
例
会
は
年
に
一

度
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
回
を
重
ね

る
こ
と
十
五
回
目
。「
社
員
が
成
長

し
な
い
の
は
社
長
の
責
任
で
す
~
自

分
が
変
わ
ら
な
い
と
会
社
は
変
わ
ら

な
い
~
」
と
題
し
て
、群
馬
同
友
会
・

経
営
労
働
委
員
長
を
務
め
る
㈲
小
板

橋
産
業
、
代
表
取
締
役
・
小
板
橋
哲

也
氏
が
自
身
の
経
営
体
験
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
、
社
長
就
任
直
後
の

心
境
を
「
社
長
の
仕
事
と
は
何
か
？

不
安
で
仕
方
な
か
っ
た
」
と
振
り
返

る
小
板
橋
氏
。
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

た
先
輩
経
営
者
（
田
村
氏
）
の
誘
い

で
同
友
会
へ
と
入
会
し
「"
自
分
が

変
わ
ら
な
い
と
会
社
は
変
わ
ら
な

い
"
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
」
と

言
い
ま
す
。
そ
の
後
、
同
世
代
の
会

員
経
営
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
、

同
友
会
活
動
を
通
じ
て
自
己
変
革
に

つ
な
げ
て
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

特
に
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の

は
、
㈱
山
田
製
作
所
（
山
田
茂
氏
／

大
阪
同
友
会
会
員
）の
視
察
で
し
た
。

社
員
を
「
絶
対
に
裏
切
れ
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
し
て
尊
重
す
る
山
田
氏

の
経
営
姿
勢
に
触
れ
、
経
営
理
念
と

の
向
き
合
い
方
、
あ
る
い
は
社
長
と

し
て
の
自
身
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

社
員
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
注
力
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
財
務
面
で
は
高
い
自
己

資
本
比
率
を
維
持
し
て
い
た
も
の

の
、
あ
る
会
員
か
ら
「
借
金
が
な
い

の
は
設
備
投
資
を
し
て
い
な
い
証

拠
」と
の
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

以
降
は
積
極
的
な
設
備
更
新
を
継
続

し
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
板
橋
氏
は
、
ま
だ
ま
だ

自
身
が
思
い
描
く
組
織
に
は
程
遠
い

状
況
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で

「
社
員
が
成
長
し
な
い
の
は
間
違
い

な
く
私
の
責
任
。
社
長
が
い
な
く
て

も
回
る
会
社
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
語
り
ま

し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
あ
な
た
は
会
社

を
ど
う
変
え
て
い
き
た
い
か
？
そ
の

た
め
に
自
分
は
ど
う
変
わ
る
必
要
が

あ
る
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
論
を
実
施
。
そ
の
後
の
懇
親
会
を

含
め
て
、
支
部
・
県
の
垣
根
を
超
え

た
活
発
な
意
見
交
換
や
交
流
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

新潟・埼玉・群馬、３県新潟・埼玉・群馬、３県
青年部合同例会を開催青年部合同例会を開催

青年部合同例会

と
で
周
囲
か
ら
の
助
言
を
素
直
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
社
員
と
の
対
話
や
経
営
数
字
の
改

善
に
繋
が
っ
た
と
い
う
実
体
験
は
、

多
く
の
参
加
者
の
共
感
を
呼
び
ま
し

た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
自
身
の
課

題
と
青
年
部
の
生
か
し
方
」
を
テ
ー

マ
に
、
組
織
づ
く
り
や
事
業
承
継
、

右
腕
の
不
在
な
ど
、
同
世
代
ゆ
え
の

共
通
の
悩
み
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
八
月
に
神
奈
川
で
開
催

さ
れ
る
「
関
東
甲
信
越
青
年
経
営
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
の
再
会
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
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採用ではなく学びでつながる場採用ではなく学びでつながる場

学生×企業　本音トーク

　

青
年
部
は
三
月
十
八
日
（
水
）、

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
を
会
場
に

学
生
×
企
業
「
本
音
ト
ー
ク
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。本
イ
ベ
ン
ト
は「
学

生
×
企
業
×
地
域
」
が
継
続
的
に
つ

な
が
り
、
未
来
を
と
も
に
つ
く
る
こ

と
を
目
指
し
、
二
〇
二
一
年
か
ら
継

続
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
時
代
の

対
話
が
、
就
職
に
つ
な
が
っ
た
日
~

選
ぶ
側
・
選
ば
れ
る
側
の
リ
ア
ル
な

本
音
ト
ー
ク
~
」
と
題
し
て
、
五
州

園
㈱
、
代
表
取
締
役
・
萩
原
隆
史
氏

（
前
橋
支
部
）
と
、
同
社
へ
の
就
職

が
内
定
し
て
い
る
学
生
が
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
登
壇
し
、
㈲
中
島
イ
ー

デ
ィ
ー
エ
ム
・
専
務
取
締
役
、
中
島

純
貴
氏
（
太
田
支
部
）
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
就
職
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
紐
解

い
て
い
き
ま
し
た
。

　

報
告
の
後
は
、
参
加
し
た
会
員
経

営
者
と
学
生
が
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
を
行
い
、
こ
れ
か
ら

就
職
活
動
を
迎
え
る
不
安
や
疑
問
点

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
経
営
者
が
学
生

を
ど
う
見
る
か
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
本
音
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
月
二
十
四
日
（
火
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
二
月

例
会
」
を
開
催
。
県
内
有
数
の
自
動

車
販
売
会
社
を
退
職
し
た
元
社
員

（
現
在
は
無
職
の
主
婦
）
を
報
告
者

に
迎
え
、「
未
来
を
感
じ
ら
れ
る
経

営
観
へ
~
人
材
を
育
て
活
か
す
組
織

と
は
~
」
を
テ
ー
マ
に
、
優
秀
な
社

員
が
「
静
か
に
辞
め
る
ま
で
」
の
心

の
軌
跡
が
赤
裸
々
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
者
は
か
つ
て
、
営
業
成
績
で

毎
年
表
彰
さ
れ
、
本
社
人
事
へ
異
動

後
も
成
果
を
上
げ
続
け
る
「
絶
対
に

辞
め
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
た
人
材

で
し
た
。
し
か
し
、
理
解
者
で
あ
っ

た
専
務
の
退
職
、
自
身
の
産
休
・
育

休
、
経
営
陣
の
交
代
を
経
て
、
組
織

と
の
歯
車
が
狂
い
始
め
ま
す
。

　

決
定
的
な
離
職
の
要
因
は
「
評
価

の
座
標
」
が
見
え
な
か
っ
た
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。
幹
部
間
で
揃
わ
な
い

方
向
性
、
現
場
に
翻
訳
さ
れ
な
い
決

定
事
項
、
そ
し
て
、
評
価
さ
れ
る
の

は
「
従
順
さ
」
で
あ
る
と
い
う
現
実
。

報
告
者
の
「
期
待
に
応
え
続
け
る
意

味
が
消
え
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
言

葉
は
、
特
に
参
加
者
の
胸
に
深
く
突

き
刺
さ
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
会
社
で
感
じ
る

心
の
ざ
わ
つ
き
や
違
和
感
は
何
で
す

か
？
人
材
と
組
織
の
未
来
を
広
げ
る

た
め
に
明
日
か
ら
何
が
で
き
ま
す

か
？
」を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
。

「
良
か
れ
と
思
っ
た
配
慮
が
、
実
は

社
員
の
可
能
性
を
奪
っ
て
い
る
か

も
」「
優
秀
な
人
材
ほ
ど
日
頃
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
疎
か
に
な
り

が
ち
」「
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
い
経
営
に

社
員
は
つ
い
て
こ
な
い
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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前
橋
支
部
で
は
、
二
月
十
八
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。「
見

え
な
い
生
産
性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
題
し
て
、
㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー
、
代

表
取
締
役
・
杉
崎
由
里
氏
（
代
表
理

事
／
伊
勢
崎
支
部
）
が
、
自
社
の
人

財
育
成
と
共
同
求
人
活
動
を
背
景
に

報
告
を
行
い
ま
し
た

　

冒
頭
、
曖
昧
な
指
示
が
ミ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
招
く
と
し
、

日
常
業
務
を
単
な
る
作
業
で
は
な
く

「
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
捉
え

直
す
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。ま
た
、

同
社
が
掲
げ
る
「
マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
構

想
」
を
紹
介
し
、
地
域
社
会
や
社
員

の
成
長
を
支
え
る
根
幹
と
な
る
事
を

説
明
し
ま
し
た
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
「
共
に
育
つ
」
共
育
の
場

と
定
義
し
、
学
生
に
正
し
く
伝
え
る

過
程
で
社
員
自
身
の
責

任
感
や
改
善
意
識
が
向

上
し
た
事
例
も
紹
介
。

そ
の
成
果
の
一
つ
と
し

て
「
無
災
害
継
続
二
〇

年
超
」
と
い
う
実
績
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
は

「
中
小
企
業
が
行
う
有

価
な
社
会
貢
献
」
を

テ
ー
マ
に
進
め
ら
れ
、

事
業
継
続
そ
の
も
の
が

社
会
貢
献
で
あ
る
と
の

原
点
を
確
認
し
つ
つ
、

自
社
の
存
在
意
義
を
地

域
に
ど
う
根
ざ
し
て
い

く
か
を
深
め
合
い
ま
し

た
。

　

沼
田
支
部
で
は
二
月
十
七
日

（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
二
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
政

治
活
動
家
の
大
西
つ
ね
き
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
今
こ
そ
学
ぼ
う
"
お
金

の
本
質
"」
を
テ
ー
マ
に
、
現
代
の

金
融
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
と
、
そ
の

先
に
あ
る
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

大
西
氏
は
、
お
金
が
融
資
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
「
信
用
創
造
」
の

仕
組
み
を
詳
し
く
解
説
。
世
の
中
に

あ
る
お
金
の
大
部
分
は
誰
か
の
借
金

で
あ
り
、「
政
府
の
赤
字
は
国
民
の
黒

字
」
と
い
う
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
利
息
の
支
払

い
の
た
め
に
無
限
の
経
済
成
長
を
強

い
る
現
在
の
シ
ス
テ
ム
が
、
環
境
破
壊

や
格
差
拡
大
の
根
本
原
因
で
あ
る
と

指
摘
し
た
う
え
で
、真
の
財
源
は
「
お

金
（
数
字
）」
で
は
な
く
「
人
の
時
間

と
能
力
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

お
金
に
囚
わ
れ
ず
自
律
的
に
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
、
質
疑
応
答
の
時
間
が

設
け
ら
れ
、
参
加
者
の
多
様
な
立
場

か
ら
「
自
分
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と

は
何
か
」
と
い
う
問
い
が
投
げ
か
け

ら
れ
、
大
西
氏
は
「
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
基
準
で
判
断
し
、
自
由
意
思

で
行
動
す
る
こ
と
が
社
会
を
変
え

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

例
会
の
ま
と
め
で
は
、
座
長
の
金

子
氏
が
「
自
分
の
頭
で
考
え
、
ど
う

感
じ
る
か
と
い
う
本
質
的
な
学
び
を

得
ら
れ
た
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

『同友ぐんま（通常号）』 広告募集

＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡をお願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）

見
え
な
い
生
産
性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

見
え
な
い
生
産
性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

前
橋
支
部
２
月
例
会

今こそ学ぼう、お金の本質今こそ学ぼう、お金の本質

沼田支部２月例会

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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富
岡
安
中
支
部
で
は
、
二
月
十
二

日
（
木
）、
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。

日
栄
工
業
㈱
、
代
表
取
締
役
・
守
口

智
氏
を
迎
え
「
町
工
場
を
変
え
る
Ａ

Ｉ
多
能
工
の
衝
撃
」
と
題
し
て
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
自
社
で
の
実
践

報
告
と
実
際
に
触
れ
て
み
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

守
口
氏
は
、Ａ
Ｉ
を
単
な
る「
ツ
ー

ル
」
で
は
な
く
、
総
務
や
人
事
な
ど

の
「
役
割
を
持
つ
人
」
と
し
て
扱
う

重
要
性
を
説
明
し
た
う
え
で
、
元
Ｓ

Ｅ
の
知
見
を
活
か
し
Ａ
Ｉ
と
作
成
し

た
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
仕
掛
在
庫
ゼ
ロ
を
実
現
し
た
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
経
営
者
の

現
場
知
識
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
業
務
改

善
に
直
結
す
る
時
代
に
な
っ
た
」
と

語
る
守
口
氏
の
言
葉
が
、
Ａ
Ｉ
へ
の

関
心
を
強
く
引
き
寄
せ
ま
し
た
。

　

後
半
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
役
割
・
指
示
・
前
提
・
形
式
」
の

四
要
素
を
盛
り
込
む
プ
ロ
ン
プ
ト
術

や
、経
営
判
断
を
深
め
る
「
壁
打
ち
」

の
手
法
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
「
Ａ
Ｉ
は
蒸
気
機
関
以
来
の
産
業

革
命
で
あ
る
」
と
語
る
守
口
氏
。
最

新
技
術
を
自
社
の
未
来
の
た
め
に
ど

う
使
い
こ
な
す
か
、
経
営
者
の
「
判

断
」
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
十
九
日
（
木
）、
桐
生
市
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐
生

み
ど
り
支
部
二
月
例
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
報
告
者
は
、
同
支
部
所
属

の
日
本
ゼ
ウ
ス
工
業
㈱
、
常
務
取
締

役
・
田
中
光
太
郎
氏
。「
循
環
型
給

食
が
都
市
開
発
に
！
創
造
が
社
会
を

動
か
す
」
と
題
し
、
三
年
前
の
報
告

か
ら
進
化
を
遂
げ
た
現
在
ま
で
の
道

の
り
を
語
り
ま
し
た
。

　

桐
生
市
内
の
学
校
給
食
の
残
渣

（
食
べ
残
し
）
を
肥
料
化
し
、
そ
の

肥
料
で
育
っ
た
農
作
物
を
再
び
給

食
と
し
て
提
供
す
る
「
循
環
型
給

食
」
の
取
り
組
み
は
、
現
在
、
み

ど
り
市
へ
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
循
環
モ
デ
ル
は
県

内
の
枠
を
超
え
、
東
京
・
丸
の
内

に
お
け
る
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
と
飛
躍
。
大
手
企
業
と
の
連

携
に
よ
り
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
か
ら

出
る
食
品
残
渣
を
肥
料
化
し
、
屋

上
庭
園
な
ど
で
活
用
す
る
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
表
彰
を
受
け
る
な

ど
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
氏
は
「
小
さ
な
会
社
で
も

他
社
の
価
値
と
掛
け
合
わ
せ
れ
ば

社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

ら
れ
る
」
と
力
説
。
最
後
に
「
不
確

実
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
前
例
を
疑

い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け
る

こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
「
自
社
の
強
み
を
ど
う
社
会
課
題

に
繋
げ
ら
れ
る
か
」「
前
例
に
捉
わ

れ
て
動
け
な
い
自
分
に
気
づ
か
さ
れ

た
」「
奪
い
合
う
こ
と
か
ら
共
創
へ

の
転
換
が
必
要
」
な
ど
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

循
環
型
給
食
が
都
市
開
発
に
！

循
環
型
給
食
が
都
市
開
発
に
！

桐
生
み
ど
り
支
部
２
月
例
会

町工場を変える町工場を変える
　　　　ＡＩＡＩ多能工の衝撃多能工の衝撃

富岡安中支部２月例会

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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二
月
二
十
日
（
金
）、
渋
川
公
民

館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支
部
二
月

例
会
」
を
開
催
。
中
之
条
エ
リ
ア
を

中
心
に
介
護
福
祉
事
業
を
展
開
す
る

㈱
Ｐ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
、
代
表
取
締

役
・
塚
田
純
次
氏
（
渋
川
吾
妻
支
部
）

が
「
人
を
育
て
る
の
で
は
な
く
"
人

が
育
つ
組
織
"
を
ど
う
つ
く
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
営
体
験
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
塚
田
氏
は
「
社
員
の
要
望

を
何
で
も
聞
く
の
が
社
長
の
仕
事
」

だ
と
勘
違
い
し
、
結
果
と
し
て
「
組

織
崩
壊
寸
前
の
状
態
を
招
い
た
」
と

言
い
ま
す
。
そ
の
苦
い
経
験
を
踏
ま

え
、
紹
介
さ
れ
た
書
籍
を
き
っ
か
け

に
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
型
人
材
育

成
」
へ
の
挑
戦
を
開
始
。
組
織
の
土

台
を
つ
く
る
三
つ
の
鍵（
情
報
共
有
・

境
界
線
の
設
置
・
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、

自
社
で
の
取
り
組
み
を
成
功
や
失
敗

も
含
め
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

経
営
者
に
と
っ
て
最
大
の
修
行
は
　

太
田
支
部
で
は
、
二
月
二
十
六
日

（
木
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
、
支
部
例
会
を
を
開
催
し
ま
し

た
。
㈲
神
保
商
会
、
専
務
取
締
役
・

神
保
豊
氏
（
太
田
支
部
長
）
が
「
支

部
長
と
し
て
歩
ん
だ
４
年
間
~
こ
れ

が
私
の
生
き
る
道
~
」
と
題
し
て
実

践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
保
氏
は
、
支
部
長
就
任
後
の
支

部
方
針
作
成
時
に
直
面
し
た
「
経
営

理
念
の
な
い
自
社
」
へ
の
葛
藤
や
、

支
部
例
会
で
の
「
自
己
資
本
比
率
不

明
事
件
」
な
ど
、
自
身
の
弱
み
を
赤

裸
々
に
語
る
中
で
「
真
の
経
営
課
題

は
自
分
自
身
だ
っ
た
」
と
い
う
気
づ

き
か
ら
「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
」

へ
参
加
し
、
苦
悩
し
な
が
ら
も
理
念

の
成
文
化
に
取
り
組
ん
だ
日
々
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
財
務
分
析
を
通
じ

て
社
長
（
実
兄
）
の
戦
略
を
深
く
理

解
し
、
絶
対
的
な
信
頼
関
係
を
築
け

た
こ
と
が
最
大
の
収
穫
だ
っ
た
と
語

り
ま
し
た
。

　
「
で
き
な
い
か
ら
や
る
の
が
同
友

会
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
学
び
続

け
る
神
保
氏
は
、
ナ
ン
バ
ー
２
と
し

て
社
長
を
支
え
続
け
る
決
意
を
訴

え
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
の
重
要
性

を
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
自
社
の
経
営
に
真
剣
に
向
き
合
え

て
い
ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
家

族
経
営
に
お
け
る
仕
組
み
づ
く
り
の

必
要
性
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
熱

気
溢
れ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

人
が
育
つ
組
織
を
ど
う
つ
く
る
か

人
が
育
つ
組
織
を
ど
う
つ
く
る
か

渋
川
吾
妻
支
部
２
月
例
会

支部長として支部長として
　　　歩んだ四年間　　　歩んだ四年間

太田支部２月例会

「
待
つ
こ
と
」
で
あ
る
と
強
調

す
る
塚
田
氏
。
自
身
の
経
営
姿

勢
が
社
員
の
成
長
を
妨
げ
て
い

た
こ
と
を
反
省
し
、最
後
に「
人

が
育
つ
環
境
を
泥
臭
く
整
え
続

け
る
の
が
私
の
役
割
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
ど
の
よ
う
な
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
実
施
。「
挨
拶
や
感
謝
な

ど
、当
た
り
前
を
や
り
続
け
る
」

「
一
〇
〇
社
あ
れ
ば
一
〇
〇
通
り
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
合
っ
た
組

織
づ
く
り
が
大
事
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【特殊詐欺　AIで疑似体験】
� ㈱タカラコーポレーション
　生成AIを活用して特殊詐欺の手口を疑似体験しても
らう講座が大泉町の大泉署（林衛署長）で開かれた。
同署関係団体のメンバーら75人がロマンス詐欺や投資
詐欺の実例に基づくスマートフォン上のやりとりを体
験し、被害防止に向けて気を引き締めた。
　携帯電話販売などを手がける㈱タカラコーポレー
ション（常務取締役・榎本太平氏／太田支部所属）の
社員が講師を務めた。スマホに「私たちとの未来のた
めに投資という選択肢がある」「あなたが詐欺の容疑者
になっている。逮捕状の画像を送る」といったメッセー
ジが送られ、参加者はアプリのインストールや送金に
誘導される流れを体感した。
� ［２／ 25付上毛］

【板碑から桂萱の歴史探る】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支
部所属）の地域連携講座「上毛を学ぶ」が、前橋市の
桂萱公民館で開かれた。埼玉県埋蔵文化財調査事業団
の村山卓さんが「群馬県の中世石造物と桂萱地区」と
題して講話し、受講者約20人が耳を傾けた。
� ［２／ 28付上毛］

【SDGs実践活動例を紹介】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　持続可能な開発目標（SDGs）について学んでもらお
うと、太田市が拠点のプロバスケットボールチーム、
群馬クレインサンダーズ（代表取締役・阿久澤毅氏／
太田支部所属）は28日、同市の商業施設、イオンモー
ル太田で「ONGAESHI（恩返し）DAY」を開いた。買
い物客らが関連団体の活動報告やワークショップなど
を通じ社会課題への理解を深めた。
　同チームと協力してホーム戦会場で活動するぐんま
国際アカデミー（GKA）生徒の団体「イエロー・フォー・
ザ・フューチャー」と県赤十字血液センターが活動報
告した。中村拓人選手のトークショーやスポンサー企
業５社によるワークショップもあった。
� ［３／１付上毛］

【上電23駅の魅力紹介】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中
支部所属）は２日までに、上毛電鉄（前橋市城東町）
と連携して、同鉄道の全23駅の魅力を紹介するポスター
25種類とブックレットを製作した。地域のにぎわい創
出や情報発信を目的に、県内のデザイナーやクリエー
ターが完成させた。
　同市の同信金前橋営業部ビル内の「つどにわホール」
で27日、記者会見を開いた。ポスターは沿線にある食
堂や古道具店、公園など各駅の魅力が伝わる写真を大
きく使ってレイアウトした。興味を引く説明文も添え
た。地域住民に取材したり、実際に足を運んだりする
中で被写体を選定。中央前橋駅などに張り出すという。
� ［３／３付上毛］

【次世代経営者塾　13人が新プラン発表】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中

支部所属）は、主催する「次世代経営者塾」の最終報
告会を前橋市の同信金前橋営業部ビル内「つどにわホー
ル」で開いた。県内の20 ～ 50代の経営者や後継者計13
人が参加し、新たなビジネスプランや事業承継に向け
た計画を発表した。
　同講座は昨年10月から全７回の日程で開催。参加者
は座学やグループワークを通して、財務諸表の分析方
法からデジタル戦略、知財活用まで幅広い分野の経営
ノウハウを学んできた。
　最終報告会では、講座で学んだことを踏まえ、会社
を継いだら実現したい中長期の経営計画や新たに挑戦
したい事業の構想を披露した。
� ［３／ 10付上毛］

【286人が夢へ　新たな一歩】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／
前橋支部所属）が運営する５専門学校の合同卒業式が
11日、同市の昌賢学園まえばしホールで開かれ、計286
人が新たな一歩を踏み出した。
　中島慎太郎理事長は式辞で「社会に貢献し、必要と
される人材として成長することを願っている。入学時
に抱いた夢や目標を決して忘れることなく、長く活躍
してほしい」と呼びかけた。
� ［３／ 12付上毛］

【希望を胸に一歩】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・高山有紀氏／高崎支部所属）
の卒業証書・学位記授与式が18日、高崎市文化会館で
開かれた。キャリアデザイン学科とコミュニティ子ど
も学科の計98人が、希望を胸に新たな一歩を踏み出し
た。
　賛美歌を歌い、聖書が朗読された後、高山有紀学長
が卒業生一人一人に学位記を手渡した。「この短大での
日々が皆さんの心のよりどころとなるように願ってい
る」とエールを送った。
� ［３／ 19付上毛］

【内装業支援で新情報誌】
� ㈱ホシケン
　インテリア資材卸の㈱ホシケン（代表取締役社長・
星野貴洋氏／前橋支部所属）は今年１月、内装職人向
けの無料情報誌「貼り人通信」を創刊した。内装業界
の動向や最新商品、サービスに関する情報を関係者に
広く伝えることで、内装作業の質の向上のほか、取引
先との関係強化、新規顧客の開拓につなげる。
　貼り人通信は、Ａ５サイズで表紙を含めて８㌻。現
場目線を重視した内容で年４回発行を予定する。本県
など北関東の内装職人や施工会社らを中心に約２千部
を配布する。現場作業の合間にスマートフォンで閲覧
できるよう、フリップブック形式の電子版も作製した。
� ［３／ 19付上毛］

【会員登録変更】
　上武印刷㈱、代表取締役・横堀孝氏（高崎支部所属）
では、この度、「代表取締役・藤原出氏」に会員登録を
変更しました。

【所属支部変更】
　ことことクッキング、主宰・小崎ますみ氏（高崎支
部所属）は、この度、「富岡安中支部」に所属支部を変
更しました。



同 友 ぐ ん ま 2026年４月号（8）第530号

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

３月度常任理事会承認

太
田
支
部

太
田
支
部

〒374-0015　館林市上赤生田町3570

〒370-0313　太田市新田反町町584-1

　館林にてプレス加工を中心に営業させ
て頂いております。同友会での学びを自社
に生かし、自己成長と会社の成長を目指し
ます！まだまだ未熟者ですが、どうぞ宜し
くお願い致します。

　レイズデザインの塚越と申します。ホームページ制作・
運営、Web広告などをメインにおこなっております。デザイ
ンを「伝えるための道具」として、企業やサービス、商品
などの魅力を伝えるお手伝いをしています。同友会では、
異業種の皆様の視点や経営学など学ばせていただけれ
ばと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0276－72－2294
FAX：0276－75－2928

ＴＥＬ：0276－58－2968

プレス・板金

ホームページ制作・運営・保守、web広告・チラシ作成、動画作成

【紹介者／中島純貴】

【紹介者／小松崎真司】

カラオケ、ドライブ

サッカー

㈲遠藤プレス

RAISE DESIGN

取締役
遠　藤　汰　一

H８年生

代　表
塚　越　健　太

S52年生

　

入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
お
よ
び
制
作
委
託
先
に

に
つ
い
て
、
広
報
メ
デ
ィ
ア
戦
略
委

員
会
よ
り
提
案
が
あ
り
、
各
理
事
か

ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
継
続
審
議

と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
同
委
員
会
は
、
改
め
て
委
員

会
で
内
容
を
検
討
し
、
再
度
理
事
会

に
提
案
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
第
五
八
回
中
同
協
定
時
総
会
in

静
岡
の
分
科
会
設
営
に
つ
い
て

　

七
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
五
八
回

中
同
協
定
時
総
会
in
静
岡
」
の
分
科

会
設
営
に
つ
い
て
、群
馬
同
友
会（
共

同
求
人
委
員
会
）
に
打
診
が
あ
っ
た

こ
と
が
関
口
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
、

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
分
科
会
の
報
告
者
は
、
エ

ス
テ
ィ
ビ
ー
・
杉
﨑
氏
と
長
野
大
学
・

飯
塚
氏
、
座
長
は
マ
ル
ニ
精
機
・
関

口
氏
が
担
当
す
る
こ
と
も
合
わ
せ
て

確
認
し
ま
し
た
。

３
．
第
五
四
回
定
時
総
会
の
開
催
概

要
に
つ
い
て

　

第
五
四
回
定
時
総
会
の
開
催
概

要
・
講
演
テ
ー
マ
等
の
確
認
と
合
わ

せ
、先
月
末
の
講
師
訪
問（
㈲
エ
タ
ー

ナ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
永
岡
氏

／
茨
城
同
友
会
）
に
つ
い
て
総
務
会

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

４
．
新
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
方

針
・
部
門
方
針
案
の
決
定
に
つ
い
て

日
時　

三
月
三
日
（
火
）

※
今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
町
田
、
杉
﨑
、
阿

久
戸
、
佐
藤
、
小
林
、
理
事
／
小
板

橋
、
山
﨑
、
提
箸
、
石
原
、
神
保
、

周
藤
、
齋
藤
、
諏
訪
、
平
野
、
池
沢
、

小
池
、
茂
原
、
石
井
、
岡
田
、
関
口
、

小
柴
、事
務
局
／
阿
久
澤
、竹
内
（
役

員
計
二
十
一
名
）

【
議　

事
】

　

小
林
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
一
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

第11回

　

※
こ
の
後
の
意
見
交
換
に
て

５
．
今
年
度
活
動
報
告
案
の
決
定
に

つ
い
て

　

二
〇
二
五
年
度
の
活
動
報
告
案
が

総
務
会
・
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
、

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

６
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
二

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
〇
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

前
回
理
事
会
ま
で
の
意
見
交
換
を

踏
ま
え
、再
検
討
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

重
点
方
針
案
が
総
務
会
か
ら
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、部
門
方
針
案
に
つ
い
て
は
、

各
組
織
担
当
者
か
ら
の
説
明
・
提
案
、

各
理
事
か
ら
の
質
問
な
ど
を
踏
ま

え
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
次
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
小

林
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
四
月
七
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


